
　（別紙４（２）） 事業所名　　グループホームさわやか

目標達成計画 作成日：　令和　　４　年　　３　月　２０　　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 27

職員間で利用者対応の共通理解を目指す
(利用者の状態、支援方法)

職員間での利用者の共通支援 職員一人一人が担当利用者の状態を理解する
ために、アセスメントを行い、計画作成担当者と
カンファレンスを行う。ケアプランの内容はチー
ム会で情報共有し、職員が共通の支援を行え
るようにする。

２ヶ月

2
７
３５

虐待防止委員会の未設置
事業継続化計画の未作成

虐待防止委員会の設置
事業継続化計画の作成

虐待防止委員会を設置し、早急に指針を作成、
委員会を定期開催する。議事録を作成。
事業継続化計画の作成し、自然災害、新型コロ
ナ感染症の対応に備える。

６ヶ月

3 4

運営推進会議を生かした取り組みが不十分 地域で開かれたグループホームを目指す 来年度から、新たに地域の代表の方を委員に招き
(自治会員さん、子供会代表さん等)、当施設への理
解を深めていただくため、普段の取り組みを報告す
る。会議開催時に、行事や普段の生活の様子を見
学していただく時間を設ける。普段から関係性を持
つことで、災害時等の協力体制作りに繋げる。

３ヶ月

4 1

理念の実践 理念の理解と実践 理念に基づくサービスの実践に向けて、職員が
振り返る時間を設け、話し合いを行う。

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。
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